



















































































































彦 1)、鈴木　一郎 2)、戸根　　修 3)、安江　正治 4)、
　朝倉　　健 5)、和田裕千代 6)、高橋　俊栄 7)、斉藤　隆史 8)
【はじめに】赤十字病院は全国にあるが、診療科の医師はそれぞれ
派遣元の大学中心に動いており、当医学会でも専門性の高い分野の
演題は少ない。異なる大学医局出身の専門診療科医師が交流する場
を作ることは、若手医師の教育とともに赤十字病院としての共通し
た課題解決にも役立つと考え、関東地区の脳神経外科の試みを紹介
する。
【方法】平成13年に東京都内にある医療センター、武蔵野、大森赤
十字の３病院脳神経外科部長が合同症例検討会を「東京日赤脳外科
カンファランス」として発足、趣旨を「脳神経外科およびその類縁
疾患を対象とした診断と治療に関する勉強会を通して会員相互の交
流に寄与する」とし、事務局は代表世話人の所属する医療センター
に置いた。関東周辺の赤十字25病院脳神経外科へ参加案内を送り、
年２回世話人所属施設の輪番担当で開催してきたが、参加施設の増
加により平成17年に名称を「東京」から「関東」に変更した。症例
検討会から特別講演も行う形式となり、脳神経外科専門医制度につ
いて、赤十字の指針や経営について、など幅広い講演をいただいて
きた。最近では遠方の赤十字施設からゲストを招聘し、施設紹介を
いただく試みも始めている。
【結論】各病院の医療環境の違いや大学医局による治療方針等、公
式の学会ではない貴重な内容が多く、若手の学会発表訓練から先端
治療の情報提供まで幅広いスタッフ教育の場となっている。今後は、
全国へ赤十字病院脳神経外科の連携の輪を広げていきたい。次回は
当院で11月30日（土）開催予定である。
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